
■中間連結貸借対照表

POINT
流動資産は、前期末に比べ21億53百万円（6.8%）増の
336億29百万円となりました。その主な要因は、現金
及び預金が9億24百万円、受取手形及び売掛金が7億13
百万円、仕掛品が6億49百万円それぞれ増加したことに
よるものです。

流動資産1

流動負債は、前期末に比べ32億58百万円（8.8%）増の
402億36百万円となりました。その主な要因は、支払
手形及び買掛金が20億7百万円、短期借入金が10億60
百万円それぞれ増加したことによるものです。

2 流動負債

■中間連結損益計算書

■中間連結キャッシュ・フロー計算書

科　目 当中間期末
（2017年9月30日現在）

前期末
（2017年3月31日現在）

資産の部
 Ⅰ 流　動　資　産 33,629 31,475
 Ⅱ 固　定　資　産 18,256 17,656

（有 形 固 定 資 産） 16,901 16,481
（無 形 固 定 資 産） 536 504
（投資その他の資産） 818 670

資　産　合　計 51,885 49,132
負債の部

 Ⅰ 流　動　負　債 40,236 36,977
 Ⅱ 固　定　負　債 7,002 7,515

負　債　合　計 47,238 44,493
純資産の部

 Ⅰ 株　主　資　本 6,139 5,969
資 本 金 28,301 28,301
資 本 剰 余 金 22,968 22,622
利 益 剰 余 金 △ 45,083 △ 44,908
自 己 株 式 △ 46 △ 46

 Ⅱ その他の包括利益累計額 △ 1,496 △ 2,046
その他有価証券評価差額金 29 23
為 替 換 算 調 整 勘 定 1,151 825
退職給付に係る調整累計額 △ 2,676 △ 2,896

 Ⅲ 非支配株主持分 3 716
純 資 産 合 計 4,647 4,638
負債純資産合計 51,885 49,132

科　目
当中間期

2017年4月1日から 
 2017年9月30日まで

前中間期
2016年4月1日から 

 2016年9月30日まで
売 上 高 35,977 37,056
売 上 原 価 30,240 31,695
売 上 総 利 益 5,737 5,361
販売費及び一般管理費 5,603 5,738
営業利益又は営業損失（△） 134 △ 376
営 業 外 収 益 68 128
営 業 外 費 用 198 441
経常利益又は経常損失（△） 4 △ 689
税金等調整前中間純利益又は
税金等調整前中間純損失（△） 4 △ 689
法人税、住民税及び事業税 135 247
法  人  税  等  調  整  額 44 △ 58
中 間 純 損 失（ △ ） △ 175 △ 878
非支配株主に帰属する中間純利益又は
非支配株主に帰属する中間純損失（△） △ 0 13

親会社株主に帰属する 
中 間 純 損 失（ △ ） △ 175 △ 892

科　目
当中間期

2017年4月1日から 
 2017年9月30日まで

前中間期
2016年4月1日から 

 2016年9月30日まで
Ⅰ	 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,432 △ 344
Ⅱ	 投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,030 △ 835
Ⅲ	財務活動によるキャッシュ・フロー 402 △ 224
Ⅳ	 現金及び現金同等物に係る換算差額 120 △ 599
Ⅴ	現金及び現金同等物の増減額 924 △ 2,004
Ⅵ	現金及び現金同等物の期首残高 3,538 5,952
Ⅶ	 現金及び現金同等物の中間期末残高 4,463 3,948

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てにより表示しております。 （注）記載金額は百万円未満を切り捨てにより表示しております。

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てにより表示しております。

（単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円）

（ ）（ ）

（ ）（ ）

売上総利益は、電池事業で原材料価格高騰の影響はあった
ものの、ニッケル水素電池とリチウム電池の売上増や円安
による影響、電子事業で前期実施した固定資産の減損処理
による固定費削減効果などにより、前年同期に比べ3億76
百万円（7.0%）増加の57億37百万円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、たな卸資産の
増加などによる減少はありましたが、仕入債務の増加、
減価償却費の計上などにより14億32百万円の資金増加

（前年同期は3億44百万円の資金減少）となりました。

売上総利益3

4 営業活動によるキャッシュ・フロー

POINT

1

2

3

4

連 結 財 務 の 概 況
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